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振動って？
◇弦の振動

高い音が出る＝弦が速く振動する＝弦の振動数
弦の太さは？⇒

弦を引っ張る力は？⇒

弦の長さは？⇒

数値化：速く振動＝振動数大きい数値
太い＝重さが重い＝大きい数値
重さ 小さい 大きい
数値 ２ ２０

１／２＝０．５ １／２０＝０．０５
数値 ０．５ ０．０５
振動数 大きい 小さい
音 高い 低い

振動数＝１／重さとすると、重さが軽い弦は、高い音

（大きい数値）を出すことが自動的に出る。

２の重さの弦の振動数 ＝１／２＝０．５ ⇒高い音

２０の重さの弦の振動数 ＝１／２０＝０．０５ ⇒低い音

長さが短い＝小さい数値
振動数＝１／長さとすると、長さが短い弦は、高い音

（大きい数値）を出すことが自動的に出る。

２の長さの弦の振動数 ＝１／２＝０．５ ⇒高い音

２０の長さの弦の振動数 ＝１／２０＝０．０５ ⇒低い音
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引っ張る力が強い＝大きい数値
振動数＝引っ張る力とすると、力が強い弦は、高い音

（大きい数値）を出すことが自動的に出る。

２の力の弦の振動数 ＝２＝２ ⇒低い音

２０の力の弦の振動数 ＝２０＝２０ ⇒高い音

ところが実際に、実験で調べると

【注意】弦の重さ

軽い弦でも、めちゃくちゃ長い弦 ⇒こっちが重いかも
重い弦でも、ちょぉ～う短い弦 ⇒こっちが軽いかも

決まった長さで比べること！！！

通常、１ｍあたりの重さ（ｋｇ）で表す。

線密度という

振動数＝１／重さ

振動数＝１／長さ

振動数＝引っ張る力

引っ張る力

重さ
振動数＝

１

長さ
×

引っ張る力

重さ
振動数＝

１

２×長さ
×

引っ張る力

線密度
振動数＝

１

２×長さ
×


